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第
三
章

協
力

第
二
十
二
条

貿
易
及
び
投
資
の
促
進

第
二
十
三
条

製
造
業

第
二
十
四
条

漁
業

第
二
十
五
条

科
学
技
術
及
び
環
境

第
二
十
六
条

情
報
通
信
技
術

第
二
十
七
条

観
光

第
二
十
八
条

農
業

第
二
十
九
条

運
輸

第
四
章

最
終
規
定

第
三
十
条

実
施

第
三
十
一
条

目
次
及
び
見
出
し

第
三
十
二
条

改
正

第
三
十
三
条

効
力
発
生

第
三
十
四
条

紛
争
解
決

前
文

日
本
国
政
府
及
び
ペ
ル
ー
共
和
国
政
府
（
以
下
日
本
国
政
府
及
び
ペ
ル
ー
共
和
国
政
府
を
併
せ
て「
両
締
約
国
政
府
」

と
い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
を
「
締
約
国
政
府
」
と
い
う
。）は
、

経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
ペ
ル
ー
共
和
国
と
の
間
の
協
定
（
以
下
「
基
本
協
定
」
と
い
う
。）第
十
六
条
の

規
定
に
従
っ
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
章

税
関
手
続
及
び
貿
易
円
滑
化

第
一
条

相
互
支
援

１

両
締
約
国
政
府
は
、
関
税
法
令
の
適
正
な
適
用
を
確
保
す
る
た
め
、
並
び
に
関
税
法
令
の
違
反
及
び
そ
の
未
遂
を

防
止
し
、
調
査
し
、
及
び
抑
止
す
る
た
め
、
両
締
約
国
政
府
の
税
関
当
局
を
通
じ
て
相
互
に
支
援
す
る
。

２

両
締
約
国
政
府
は
、
必
要
か
つ
適
当
な
場
合
に
は
、
両
締
約
国
政
府
の
税
関
当
局
を
通
じ
て
、
研
究
、
開
発
及
び

試
験
（
税
関
研
究
所
に
お
け
る
も
の
を
含
む
。）で
あ
っ
て
、
新
た
な
税
関
手
続
並
び
に
取
締
り
の
た
め
の
新
た
な
装

置
及
び
技
術
に
関
す
る
も
の
、
税
関
職
員
の
訓
練
活
動
並
び
に
税
関
当
局
間
の
人
的
交
流
の
分
野
に
お
い
て
協
力
す

る
。

３

要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
要
請
を
受
け
た
締
約
国
政
府
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
被
要
請
締
約
国
政
府
」
と

い
う
。）は
、
要
請
を
行
っ
た
締
約
国
政
府
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
要
請
締
約
国
政
府
」
と
い
う
。）に
対
し
て
次

の
情
報
を
提
供
す
る
。

æ

要
請
締
約
国
政
府
が
属
す
る
国
の
関
税
領
域
に
輸
入
さ
れ
た
物
品
が
、
被
要
請
締
約
国
政
府
が
属
す
る
国
の
関

税
領
域
か
ら
適
法
に
輸
出
さ
れ
た
か
ど
う
か
。

ç

要
請
締
約
国
政
府
が
属
す
る
国
の
関
税
領
域
か
ら
輸
出
さ
れ
た
物
品
が
、
被
要
請
締
約
国
政
府
が
属
す
る
国
の

関
税
領
域
に
適
法
に
輸
入
さ
れ
た
か
ど
う
か
。

４

３
の
規
定
に
従
っ
て
提
供
さ
れ
る
情
報
に
は
、
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
物
品
の
通
関
の
際
に
用
い
ら
れ
た
税

関
手
続
へ
の
言
及
を
含
め
る
。

５

締
約
国
政
府
は
、
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
物
品
の
輸
送
及
び
船
積
み
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
自
国
の
税

関
当
局
に
申
告
さ
れ
た
当
該
物
品
の
価
額
、
品
名
、
処
分
及
び
仕
向
地
を
示
す
も
の
を
提
供
す
る
。

６

要
請
及
び
要
請
に
対
す
る
回
答
は
、
英
語
に
よ
り
行
う
。
要
請
に
対
す
る
回
答
は
、
書
面
又
は
電
子
的
な
手
段
に

よ
る
要
請
の
受
領
か
ら
九
十
日
以
内
に
行
う
。

第
二
条

情
報
通
信
技
術
及
び
危
険
度
に
応
じ
た
管
理
手
法

１

両
締
約
国
政
府
の
税
関
当
局
は
、税
関
管
理
の
適
用
に
当
た
り
使
用
さ
れ
る
危
険
度
に
応
じ
た
管
理
手
法
の
た
め
、

情
報
通
信
技
術
の
利
用
を
促
進
す
る
。

２

両
締
約
国
政
府
の
税
関
当
局
は
、
税
関
手
続
を
改
善
す
る
た
め
、
情
報
通
信
技
術
の
利
用
及
び
危
険
度
に
応
じ
た

管
理
手
法
に
関
す
る
技
術
そ
の
他
取
締
り
の
た
め
の
技
術
に
関
す
る
情
報
（
最
良
の
慣
行
を
含
む
。）を
交
換
す
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
十
四
号

平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
た
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
ペ
ル
ー
共
和
国
と
の
間

の
協
定
に
つ
い
て
、
同
協
定
の
効
力
発
生
に
必
要
な
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
上
の
手
続
が
完
了
し
た
旨
を
通
告
す
る
外
交

上
の
公
文
の
交
換
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
三
日
に
リ
マ
で
行
わ
れ
た
。
よ
っ
て
、
同
協
定
は
、
そ
の
第
二
百
二

十
二
条
の
規
定
に
従
い
、
平
成
二
十
四
年
三
月
一
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
十
五
号

平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
に
東
京
で
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
ペ
ル
ー
共
和
国
と
の
間
の
協
定
が
署

名
さ
れ
た
際
、
同
協
定
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
日
本
国
政
府
と
ペ
ル
ー
共
和
国
政
府
と
の
間
の
実
施
取
極
の
署
名

が
ペ
ル
ー
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
五
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
と
ペ
ル
ー
共
和
国
と
の
間
の
協
定
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
日
本
国
政
府

と
ペ
ル
ー
共
和
国
政
府
と
の
間
の
実
施
取
極

目
次

前
文

第
一
章

税
関
手
続
及
び
貿
易
円
滑
化

第
一
条

相
互
支
援

第
二
条

情
報
通
信
技
術
及
び
危
険
度
に
応
じ
た
管
理
手
法

第
三
条

認
定
事
業
者

第
四
条

不
正
取
引
の
取
締
り

第
五
条

知
的
財
産
権

第
六
条

情
報
の
交
換

第
七
条

例
外

第
二
章

競
争

第
八
条

目
的

第
九
条

定
義

第
十
条

通
報

第
十
一
条

執
行
活
動
に
お
け
る
協
力

第
十
二
条

執
行
活
動
の
調
整

第
十
三
条

一
方
の
締
約
国
に
お
け
る
反
競
争
的
行
為
で
あ
っ
て
他
方
の
締
約
国
政
府
の
利
益
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
に
関
す
る
協
力

第
十
四
条

執
行
活
動
に
関
す
る
紛
争
の
回
避

第
十
五
条

技
術
協
力

第
十
六
条

透
明
性

第
十
七
条

協
議

第
十
八
条

情
報
の
秘
密
性

第
十
九
条

刑
事
手
続
の
た
め
の
情
報
の
使
用

第
二
十
条

連
絡

第
二
十
一
条

雑
則

› ™
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